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安けさは
　川のごとく

 一週間後、スパフォード

は、義妹に宛てた手紙にこ

う書きました。

「先週の木曜日、彼女たち

が沈んだ、水深3マイルの地

点を通過しました。しか

し、私は、そこにいる愛す

る者たちのことは考えてい

ません。愛する小羊たち

は、おりの中で守られてい

るからです。・・・私は生き

ている限り、神を賛美します。私たち一人ひとりが立

ち上がり、すべてを捨て、神に従うことができますよ

うに。」

　その後、スパフォードは、ピューリタンたちが大陸

に持ち込んだ、病気や事故や苦悩は、罪によるもので

あるという教理と戦わねばなりませんでした。平安が

川のように流れる生活を送っていたスパフォード家

が、わずか2年の間に、大火災による損失と4人の娘を

失うという恐ろしい惨事が、海の波のように次々と押

し寄せたのは、彼のどのような罪によるものなのかと

いう視線が向けられたのです。

　死の陰の谷を通るような苦悩の中で、スパフォード

は奮闘しました。彼は、大切なのは信仰であると自分

に言い聞かせました。そして、弟子たちの、「生まれ

つき目が見えないのは、誰か罪を犯したからですか。

この人ですか。両親ですか。」という問いに、主がこ

う答えられたことを思い出したのです。「本人の罪で

も両親の罪でもない。神の業がこの人に現れるため

だ。」スパフォードは平安を得、天国を確信しました

が、以来、当時のピューリタン的教理の基盤に立つ教

会と対立することになりました。

聖霊体験とエルサレム移住
　4人の娘を失った後、夫妻には、一人の息子と二人

の娘が与えられますが、息子は4歳で病死しました。

その後、夫妻はペンテコステ派やカリスマ派の先駆け

のような聖霊体験を受けるようになりました。すでに

教義面で教会と対立していた彼は、さらに激しい非難

を受けるようになりました。しかし、二人は、右の頬

を打つ者には左の頬も向けると決心しました。

　そして、祈りと熟考を重ねた結果、夫妻は、アメリ

カを離れ、エルサレムに移住する決心をしました。その

時の思いを、友人たちに次のように書き送っています。

「エルサレムは私の主が生き、苦しみ、勝利した場所

です。そこで、私の生き方、苦しみ方、そして、特に

勝利の仕方を学びたいと願っています。」

アメリカン・コロニー
　1881年、スパフォードと妻のアン

ナは、同じ志を持つアメリカ人クリス

チャンの仲間13人、子ども3人と共に

エルサレムに移住し、アメリカン・コ

ロニーを設立しました。

　1888年、スパフォードが59歳の

時、彼はマラリヤで瀕死の状態になり

ました。アンナが彼の手を握ると、目を開いてこう言

いました。

「アニーよ、私は大きな喜びを経験しました。素晴ら

しいものを見ました。」

彼はまだ何か言いたそうでしたが、力尽きて目を閉

じ、眠っている間に静かに召されました。

　その後、アンナがコロニーを引き継ぎました。

1896年、子どもを含む55人のスウェーデンのクリス

チャンたちがそこに入植してきました。コロニーの人

口は150人に増え、ホステル、農場、酪農、パン屋、

肉屋、大工、鍛冶屋などが営まれ、写真、工芸品の普

及に貢献し、考古学の面でも大きな働きをしました。

また、教育、職業訓練、芸術、演劇、文化活動を推進

しました。

SCC（スパフォート・チルドレンズ・センター）
　1923年にアンナが召された後、

1878年にシカゴで生まれ、3歳でエ

ルサレムに移住したスパフォードの娘

バーサが、コロニーを引き継ぎまし

た。彼女は、1925年のクリスマス・

イブに、必要な治療が受けられずに病

死した、ベドウィンの母親が残した赤

子を引き取ったことをきっかけに、エルサレムの旧市

街に児童養護施設を設立しました。その後、アメリカ

の援助を得て、そこに小児科病院を改築し、同時に、

働けない女性のために、レース編み学校や、男女のた

めの工業学校を建てました。第一世界大戦中には、親

を亡くした子たちのための孤児院と里親制度を設立し

ました。

　スパフォード夫妻の志を引き継いで、イスラエルの

人々のために貢献したバーサは、1968年、90歳で亡

くなりましたが、その働きは、スパフォードの孫、曾

孫、曾曾孫らを中心に、現在の東エルサレムとヨルダ

ン西岸の「スパフォード・チルドレンズ・センター」

の働きへと引き継がれています。

　バーサは、母の葬儀で唱和された祈りをいつも心に

留めていたといいます。

いのちは永遠であり、愛は不滅である。

そして、死は、単なる地平線に過ぎない。

そして、地平線は、

われわれの視界の限界を除いては、何物でもない。

『安けさは川のごとく』考
　「安けさは川のごとく」が書かれた背景について

は、これまで公表されてきた記事の中には、多少脚色

された部分があるように思います。私も以前、コン

サートでこの歌を賛美した時、ある資料をもとに、ス

パフォードが船室で一晩中神に向かって泣き叫んだと

き、突然主の臨在を感じて平安が与えられ、この詩を

書いたのだと説明してきました。

　けれども、スパフォードの娘バーサの手記には、一

夜泣き叫んだことも、この詩が、突然平安が与えられ

て綴られたということも書かれていません。ただ、ス

パフォードを乗せた船が事故地点を通過した時、船上

でこの詩が書かれたのだと記されています。

　そして、多分、彼が一晩中泣き明かしたのでも、そ

こで突然平安が与えられて詩を書いたのでもなく、絶

えず上にあるものを求めていた彼が、娘たちが沈んだ

海の上で、信仰に立ってこの詩を書いたのだと、私は

思っています。

　というのは、一番の歌詞が、「悲しみが海の波のよ

うに押し寄せる時も、・・・あなたは私に、こう言い

なさいと教えられた。『大丈夫。大丈夫。おお、わが

たましいは大丈夫である。』」と語っているように、

神の言葉を自分自身に言い聞かせているからです。深

い悲しみの中で、彼は、み言葉、血潮の力、十字架の

完全な贖い、来臨を証ししたのでした。

　彼は、教会がきよい花嫁となることと、千年王国を

切望していました。主が生き、苦しみ、勝利されたエ

ルサレムに入植してからは、主の来臨を待ち望みつ

つ、自身の苦しみ方、生き方、勝利の仕方を学んだの

でした。

　そこで、私は、4番の歌詞から、2節の日本語訳を書

いてみました。

花嫁は主を待ち望む　イェスにまみゆる日
天こそ目指す地なれば　ラッパよ、み声よ、響け

闇夜にもわれは歌う　主よ来たりませと　
ラッパの音響くその時　雲を裂き　主来たる！

　今秋のコンサートでは、上の訳を加えて「安けさは

川のごとく」を賛美させていただこうと思っていま

す。

参考資料：“Our Jerusalem” by Bertha Spafford Vester

　今回は、教会で最も愛されている讃美歌の一つで

ある、「安けさは川のごとく」について、3ページに

亘って書かせていただきました。作詞者、スパフォー

ドの信仰と、そこから生まれた「安けさは川のごと

く」の深みを味わっていただければ幸いです。

　ホレイショ・スパフォード Horatio 

G.Spafford（1828～88）は、ニュー

ヨークのユダヤ人の家庭に生まれまし

た。彼には4人の娘がおり、弁護士とし

て働きながら、多くの不動産投資に

よって莫大な富を得ていました。彼は

その財を用いて、奴隷制度廃止運動に力を注ぎ、多く

の伝道活動を支援し、刑務所や留置所で福音を伝え、

教会では日曜学校の教師として奉仕しました。

　1871年、シカゴにアメリカ史上最大の大火災が起

こり、一家の広大な土地信託が全滅してしまいます

が、スパフォードの家は難を逃れたため、多くの

人々に自宅を開放して、救援活動に尽力しました。

そんな中、親友であったD.L.ムーディーから、歌手

のサンキーと共に英国で伝道旅行をするので応援に

来てほしいという手紙が届きました。そこで、一家

をヨーロッパへ連れて行き、落胆した家族を霊的に

元気づけようと思いました。

　その予定を立てた1873年11月、スパフォードは急

な仕事が出来てしまったため、妻と４人の娘たちを

先にイギリスに送り出すことにしました。しかし、

彼女たちが乗った船は、大西洋を航海する途中、英

国の大型船に衝突され、12分後には沈没してしまっ

たのです。4人の娘たちは波に呑まれてしまい、スパ

フォード夫人だけが奇跡的に救助されました。

　知らせを受けたスパフォードは、すぐさま船に乗

り込んでイギリスに向かいました。彼の娘たちの死

を知っていた船長は、事故現場に近づいたとき、彼

をデッキに呼び、もうすぐ沈没地点を通過すること

を告げました。そこでスパフォードはペンを取り、

次の詩を書きました。

１.平安が川のように私の道に流れる時も、
悲しみが海の波のように押し寄せる時も、
私の運命がどうであろうと、あなたは私に、
こう言いなさいと教えられた。
（繰り返し）大丈夫。大丈夫。
おお、わがたましいは大丈夫である。

２.サタンが私を打ちのめし、試練が訪れようと、
キリストが私の無力さを顧み、
私のたましいにご自身の血潮を注いでくださった、
その祝福の確信が、私を守ってくれるように。

３.私の罪―ああ、この栄光に満ちた祝福を思う―
私の罪は、一部ではなく、
そのすべてが十字架に釘付けにされ、
もはや私はそれを負うことはない。
主をほめよ、主をほめよ、わがたましいよ！

４.主よ、信じているものを
目で見る日を早めてください。
雲は巻物のように巻かれる。
ラッパが鳴り、主が来られる。
― 夜に歌を一つ、おお、わがたましいよ！ ―

https://akworship.com/工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ

あなたがたは、地上のものではなく、
上にあるものに心を留めなさい。

（コロサイ人への手紙 3章 2節、私訳）

ホレイショ・
　スパフォード
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「鹿のように」「安けさ
は 川 の ご と く」「Via 
Dolorosa」「輝 く 日 を
仰ぐとき」「カドシュ」
「いちわのすずめ」「ア
メイジング・グレイス」
など 18曲。

Come To Me
定価 3,000円（税込）

「きみは愛されるため生
まれた」「とこしえに真
実なお方」「救い主イエ
スと」「なんて美しい都」
（ゴスペル）などライブ
録音 14曲。　

カンシオンCanción
定価 2,500円（税込） 

中国語、台湾語賛美を
中心とした「鹿のよう
に」「丘に立てる荒削り
の」「主は今生きておら
れる」「耶和華祝福滿滿」
「主よ人の望みの喜び
よ」「鳥 の う た」な ど
12曲。讃 美 Adorar

定価 1,500円（税込）

ボンヘッファーの「よ
き力に守られて」を中
心に、「あなたに」「神
の恵み」「詩篇 23篇」「あ
あ感謝せん」など 14曲。

よき力に守られて
定価 2,500円（税込）

「主よ人の望みの喜びよ」
「マタイ受難曲アリア」
「メサイヤ・アリア」「キ
リストにはかえられませ
ん」「アメイジング・グ
レイス」「主の祈り」など、
たましいの歌12曲。

主よ人の望みの喜びよ
定価 1,500円（税込）

「安けさは川のごとく」
「赤とんぼ」「荒城の月」
「黄金のエルサレム」「私
を平和の道具としてく
ださい」などライブ録
音 12曲。

神だけが  Dios tan solo Dios
定価 2,500円（税込）

 一週間後、スパフォード

は、義妹に宛てた手紙にこ

う書きました。

「先週の木曜日、彼女たち

が沈んだ、水深3マイルの地

点を通過しました。しか

し、私は、そこにいる愛す

る者たちのことは考えてい

ません。愛する小羊たち

は、おりの中で守られてい

るからです。・・・私は生き

ている限り、神を賛美します。私たち一人ひとりが立

ち上がり、すべてを捨て、神に従うことができますよ

うに。」

　その後、スパフォードは、ピューリタンたちが大陸

に持ち込んだ、病気や事故や苦悩は、罪によるもので

あるという教理と戦わねばなりませんでした。平安が

川のように流れる生活を送っていたスパフォード家

が、わずか2年の間に、大火災による損失と4人の娘を

失うという恐ろしい惨事が、海の波のように次々と押

し寄せたのは、彼のどのような罪によるものなのかと

いう視線が向けられたのです。

　死の陰の谷を通るような苦悩の中で、スパフォード

は奮闘しました。彼は、大切なのは信仰であると自分

に言い聞かせました。そして、弟子たちの、「生まれ

つき目が見えないのは、誰か罪を犯したからですか。

この人ですか。両親ですか。」という問いに、主がこ

う答えられたことを思い出したのです。「本人の罪で

も両親の罪でもない。神の業がこの人に現れるため

だ。」スパフォードは平安を得、天国を確信しました

が、以来、当時のピューリタン的教理の基盤に立つ教

会と対立することになりました。

聖霊体験とエルサレム移住
　4人の娘を失った後、夫妻には、一人の息子と二人

の娘が与えられますが、息子は4歳で病死しました。

その後、夫妻はペンテコステ派やカリスマ派の先駆け

のような聖霊体験を受けるようになりました。すでに

教義面で教会と対立していた彼は、さらに激しい非難

を受けるようになりました。しかし、二人は、右の頬

を打つ者には左の頬も向けると決心しました。

　そして、祈りと熟考を重ねた結果、夫妻は、アメリ

カを離れ、エルサレムに移住する決心をしました。その

時の思いを、友人たちに次のように書き送っています。

「エルサレムは私の主が生き、苦しみ、勝利した場所

です。そこで、私の生き方、苦しみ方、そして、特に

勝利の仕方を学びたいと願っています。」

アメリカン・コロニー
　1881年、スパフォードと妻のアン

ナは、同じ志を持つアメリカ人クリス

チャンの仲間13人、子ども3人と共に

エルサレムに移住し、アメリカン・コ

ロニーを設立しました。

　1888年、スパフォードが59歳の

時、彼はマラリヤで瀕死の状態になり

ました。アンナが彼の手を握ると、目を開いてこう言

いました。

「アニーよ、私は大きな喜びを経験しました。素晴ら

しいものを見ました。」

彼はまだ何か言いたそうでしたが、力尽きて目を閉

じ、眠っている間に静かに召されました。

　その後、アンナがコロニーを引き継ぎました。

1896年、子どもを含む55人のスウェーデンのクリス

チャンたちがそこに入植してきました。コロニーの人

口は150人に増え、ホステル、農場、酪農、パン屋、

肉屋、大工、鍛冶屋などが営まれ、写真、工芸品の普

及に貢献し、考古学の面でも大きな働きをしました。

また、教育、職業訓練、芸術、演劇、文化活動を推進

しました。

SCC（スパフォート・チルドレンズ・センター）
　1923年にアンナが召された後、

1878年にシカゴで生まれ、3歳でエ

ルサレムに移住したスパフォードの娘

バーサが、コロニーを引き継ぎまし

た。彼女は、1925年のクリスマス・

イブに、必要な治療が受けられずに病

死した、ベドウィンの母親が残した赤

子を引き取ったことをきっかけに、エルサレムの旧市

街に児童養護施設を設立しました。その後、アメリカ

の援助を得て、そこに小児科病院を改築し、同時に、

働けない女性のために、レース編み学校や、男女のた

めの工業学校を建てました。第一世界大戦中には、親

を亡くした子たちのための孤児院と里親制度を設立し

ました。

　スパフォード夫妻の志を引き継いで、イスラエルの

人々のために貢献したバーサは、1968年、90歳で亡

くなりましたが、その働きは、スパフォードの孫、曾

孫、曾曾孫らを中心に、現在の東エルサレムとヨルダ

ン西岸の「スパフォード・チルドレンズ・センター」

の働きへと引き継がれています。

　バーサは、母の葬儀で唱和された祈りをいつも心に

留めていたといいます。

いのちは永遠であり、愛は不滅である。

そして、死は、単なる地平線に過ぎない。

そして、地平線は、

われわれの視界の限界を除いては、何物でもない。

『安けさは川のごとく』考
　「安けさは川のごとく」が書かれた背景について

は、これまで公表されてきた記事の中には、多少脚色

された部分があるように思います。私も以前、コン

サートでこの歌を賛美した時、ある資料をもとに、ス

パフォードが船室で一晩中神に向かって泣き叫んだと

き、突然主の臨在を感じて平安が与えられ、この詩を

書いたのだと説明してきました。

　けれども、スパフォードの娘バーサの手記には、一

夜泣き叫んだことも、この詩が、突然平安が与えられ

て綴られたということも書かれていません。ただ、ス

パフォードを乗せた船が事故地点を通過した時、船上

でこの詩が書かれたのだと記されています。

　そして、多分、彼が一晩中泣き明かしたのでも、そ

こで突然平安が与えられて詩を書いたのでもなく、絶

えず上にあるものを求めていた彼が、娘たちが沈んだ

海の上で、信仰に立ってこの詩を書いたのだと、私は

思っています。

　というのは、一番の歌詞が、「悲しみが海の波のよ

うに押し寄せる時も、・・・あなたは私に、こう言い

なさいと教えられた。『大丈夫。大丈夫。おお、わが

たましいは大丈夫である。』」と語っているように、

神の言葉を自分自身に言い聞かせているからです。深

い悲しみの中で、彼は、み言葉、血潮の力、十字架の

完全な贖い、来臨を証ししたのでした。

　彼は、教会がきよい花嫁となることと、千年王国を

切望していました。主が生き、苦しみ、勝利されたエ

ルサレムに入植してからは、主の来臨を待ち望みつ

つ、自身の苦しみ方、生き方、勝利の仕方を学んだの

でした。

　そこで、私は、4番の歌詞から、2節の日本語訳を書

いてみました。

花嫁は主を待ち望む　イェスにまみゆる日
天こそ目指す地なれば　ラッパよ、み声よ、響け

闇夜にもわれは歌う　主よ来たりませと　
ラッパの音響くその時　雲を裂き　主来たる！

　今秋のコンサートでは、上の訳を加えて「安けさは

川のごとく」を賛美させていただこうと思っていま

す。

参考資料：“Our Jerusalem” by Bertha Spafford Vester

　今回は、教会で最も愛されている讃美歌の一つで

ある、「安けさは川のごとく」について、3ページに

亘って書かせていただきました。作詞者、スパフォー

ドの信仰と、そこから生まれた「安けさは川のごと

く」の深みを味わっていただければ幸いです。

　ホレイショ・スパフォード Horatio 

G.Spafford（1828～88）は、ニュー

ヨークのユダヤ人の家庭に生まれまし

た。彼には4人の娘がおり、弁護士とし

て働きながら、多くの不動産投資に

よって莫大な富を得ていました。彼は

その財を用いて、奴隷制度廃止運動に力を注ぎ、多く

の伝道活動を支援し、刑務所や留置所で福音を伝え、

教会では日曜学校の教師として奉仕しました。

　1871年、シカゴにアメリカ史上最大の大火災が起

こり、一家の広大な土地信託が全滅してしまいます

が、スパフォードの家は難を逃れたため、多くの

人々に自宅を開放して、救援活動に尽力しました。

そんな中、親友であったD.L.ムーディーから、歌手

のサンキーと共に英国で伝道旅行をするので応援に

来てほしいという手紙が届きました。そこで、一家

をヨーロッパへ連れて行き、落胆した家族を霊的に

元気づけようと思いました。

　その予定を立てた1873年11月、スパフォードは急

な仕事が出来てしまったため、妻と４人の娘たちを

先にイギリスに送り出すことにしました。しかし、

彼女たちが乗った船は、大西洋を航海する途中、英

国の大型船に衝突され、12分後には沈没してしまっ

たのです。4人の娘たちは波に呑まれてしまい、スパ

フォード夫人だけが奇跡的に救助されました。

　知らせを受けたスパフォードは、すぐさま船に乗

り込んでイギリスに向かいました。彼の娘たちの死

を知っていた船長は、事故現場に近づいたとき、彼

をデッキに呼び、もうすぐ沈没地点を通過すること

を告げました。そこでスパフォードはペンを取り、

次の詩を書きました。

１.平安が川のように私の道に流れる時も、
悲しみが海の波のように押し寄せる時も、
私の運命がどうであろうと、あなたは私に、
こう言いなさいと教えられた。
（繰り返し）大丈夫。大丈夫。
おお、わがたましいは大丈夫である。

２.サタンが私を打ちのめし、試練が訪れようと、
キリストが私の無力さを顧み、
私のたましいにご自身の血潮を注いでくださった、
その祝福の確信が、私を守ってくれるように。

３.私の罪―ああ、この栄光に満ちた祝福を思う―
私の罪は、一部ではなく、
そのすべてが十字架に釘付けにされ、
もはや私はそれを負うことはない。
主をほめよ、主をほめよ、わがたましいよ！

４.主よ、信じているものを
目で見る日を早めてください。
雲は巻物のように巻かれる。
ラッパが鳴り、主が来られる。
― 夜に歌を一つ、おお、わがたましいよ！ ―

アンナ・スパフォード

スパフォードが船上で綴った
「安けさは川のごとく」



賛美セミナーDVD CDも好評発売中

賛美セミナーⅡと賛美セミナーⅠのアイテムを併せてご注文される場合、特別価格でお求めいただけます。

賛美セミナー I
DVD 2 枚組

2013年11月4日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 賛美とは 　
2. 詩篇51,50（悔い改め
　を通してささげる賛美）
3. ビート音楽の影響 
4. 音楽と聖書
※内容はDVD CD共に同じです。

賛美セミナー I
CD 4 枚組

2013年11月9日東京セミナー録音
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 詩篇から学ぶ賛美　
2. 賛美のいけにえ・
　キリストの賛美
3. ロックの起源・歴史と
　その影響
4. いろいろなリズムと
　ことばに即した賛美
　実演（野田常喜）　 

賛美セミナー II
DVD 2 枚組

2015年11月7日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

お知らせ
「賛美セミナー」開催を
ご希望、あるいはご検討
いただける教会・団体が
ございましたら、

お気軽に事務局まで、
ご連絡、ご相談ください。

 一週間後、スパフォード

は、義妹に宛てた手紙にこ

う書きました。

「先週の木曜日、彼女たち

が沈んだ、水深3マイルの地

点を通過しました。しか

し、私は、そこにいる愛す

る者たちのことは考えてい

ません。愛する小羊たち

は、おりの中で守られてい

るからです。・・・私は生き

ている限り、神を賛美します。私たち一人ひとりが立

ち上がり、すべてを捨て、神に従うことができますよ

うに。」

　その後、スパフォードは、ピューリタンたちが大陸

に持ち込んだ、病気や事故や苦悩は、罪によるもので

あるという教理と戦わねばなりませんでした。平安が

川のように流れる生活を送っていたスパフォード家

が、わずか2年の間に、大火災による損失と4人の娘を

失うという恐ろしい惨事が、海の波のように次々と押

し寄せたのは、彼のどのような罪によるものなのかと

いう視線が向けられたのです。

　死の陰の谷を通るような苦悩の中で、スパフォード

は奮闘しました。彼は、大切なのは信仰であると自分

に言い聞かせました。そして、弟子たちの、「生まれ

つき目が見えないのは、誰か罪を犯したからですか。

この人ですか。両親ですか。」という問いに、主がこ

う答えられたことを思い出したのです。「本人の罪で

も両親の罪でもない。神の業がこの人に現れるため

だ。」スパフォードは平安を得、天国を確信しました

が、以来、当時のピューリタン的教理の基盤に立つ教

会と対立することになりました。

聖霊体験とエルサレム移住
　4人の娘を失った後、夫妻には、一人の息子と二人

の娘が与えられますが、息子は4歳で病死しました。

その後、夫妻はペンテコステ派やカリスマ派の先駆け

のような聖霊体験を受けるようになりました。すでに

教義面で教会と対立していた彼は、さらに激しい非難

を受けるようになりました。しかし、二人は、右の頬

を打つ者には左の頬も向けると決心しました。

　そして、祈りと熟考を重ねた結果、夫妻は、アメリ

カを離れ、エルサレムに移住する決心をしました。その

時の思いを、友人たちに次のように書き送っています。

「エルサレムは私の主が生き、苦しみ、勝利した場所

です。そこで、私の生き方、苦しみ方、そして、特に

勝利の仕方を学びたいと願っています。」

アメリカン・コロニー
　1881年、スパフォードと妻のアン

ナは、同じ志を持つアメリカ人クリス

チャンの仲間13人、子ども3人と共に

エルサレムに移住し、アメリカン・コ

ロニーを設立しました。

　1888年、スパフォードが59歳の

時、彼はマラリヤで瀕死の状態になり

ました。アンナが彼の手を握ると、目を開いてこう言

いました。

「アニーよ、私は大きな喜びを経験しました。素晴ら

しいものを見ました。」

彼はまだ何か言いたそうでしたが、力尽きて目を閉

じ、眠っている間に静かに召されました。

　その後、アンナがコロニーを引き継ぎました。

1896年、子どもを含む55人のスウェーデンのクリス

チャンたちがそこに入植してきました。コロニーの人

口は150人に増え、ホステル、農場、酪農、パン屋、

肉屋、大工、鍛冶屋などが営まれ、写真、工芸品の普

及に貢献し、考古学の面でも大きな働きをしました。

また、教育、職業訓練、芸術、演劇、文化活動を推進

しました。

SCC（スパフォート・チルドレンズ・センター）
　1923年にアンナが召された後、

1878年にシカゴで生まれ、3歳でエ

ルサレムに移住したスパフォードの娘

バーサが、コロニーを引き継ぎまし

た。彼女は、1925年のクリスマス・

イブに、必要な治療が受けられずに病

死した、ベドウィンの母親が残した赤

子を引き取ったことをきっかけに、エルサレムの旧市

街に児童養護施設を設立しました。その後、アメリカ

の援助を得て、そこに小児科病院を改築し、同時に、

働けない女性のために、レース編み学校や、男女のた

めの工業学校を建てました。第一世界大戦中には、親

を亡くした子たちのための孤児院と里親制度を設立し

ました。

　スパフォード夫妻の志を引き継いで、イスラエルの

人々のために貢献したバーサは、1968年、90歳で亡

くなりましたが、その働きは、スパフォードの孫、曾

孫、曾曾孫らを中心に、現在の東エルサレムとヨルダ

ン西岸の「スパフォード・チルドレンズ・センター」

の働きへと引き継がれています。

　バーサは、母の葬儀で唱和された祈りをいつも心に

留めていたといいます。

いのちは永遠であり、愛は不滅である。

そして、死は、単なる地平線に過ぎない。

そして、地平線は、

われわれの視界の限界を除いては、何物でもない。

『安けさは川のごとく』考
　「安けさは川のごとく」が書かれた背景について

は、これまで公表されてきた記事の中には、多少脚色

された部分があるように思います。私も以前、コン

サートでこの歌を賛美した時、ある資料をもとに、ス

パフォードが船室で一晩中神に向かって泣き叫んだと

き、突然主の臨在を感じて平安が与えられ、この詩を

書いたのだと説明してきました。

　けれども、スパフォードの娘バーサの手記には、一

夜泣き叫んだことも、この詩が、突然平安が与えられ

て綴られたということも書かれていません。ただ、ス

パフォードを乗せた船が事故地点を通過した時、船上

でこの詩が書かれたのだと記されています。

　そして、多分、彼が一晩中泣き明かしたのでも、そ

こで突然平安が与えられて詩を書いたのでもなく、絶

えず上にあるものを求めていた彼が、娘たちが沈んだ

海の上で、信仰に立ってこの詩を書いたのだと、私は

思っています。

　というのは、一番の歌詞が、「悲しみが海の波のよ

うに押し寄せる時も、・・・あなたは私に、こう言い

なさいと教えられた。『大丈夫。大丈夫。おお、わが

たましいは大丈夫である。』」と語っているように、

神の言葉を自分自身に言い聞かせているからです。深

い悲しみの中で、彼は、み言葉、血潮の力、十字架の

完全な贖い、来臨を証ししたのでした。

　彼は、教会がきよい花嫁となることと、千年王国を

切望していました。主が生き、苦しみ、勝利されたエ

ルサレムに入植してからは、主の来臨を待ち望みつ

つ、自身の苦しみ方、生き方、勝利の仕方を学んだの

でした。

　そこで、私は、4番の歌詞から、2節の日本語訳を書

いてみました。

花嫁は主を待ち望む　イェスにまみゆる日
天こそ目指す地なれば　ラッパよ、み声よ、響け

闇夜にもわれは歌う　主よ来たりませと　
ラッパの音響くその時　雲を裂き　主来たる！

　今秋のコンサートでは、上の訳を加えて「安けさは

川のごとく」を賛美させていただこうと思っていま

す。

参考資料：“Our Jerusalem” by Bertha Spafford Vester

　今回は、教会で最も愛されている讃美歌の一つで

ある、「安けさは川のごとく」について、3ページに

亘って書かせていただきました。作詞者、スパフォー

ドの信仰と、そこから生まれた「安けさは川のごと

く」の深みを味わっていただければ幸いです。

　ホレイショ・スパフォード Horatio 

G.Spafford（1828～88）は、ニュー

ヨークのユダヤ人の家庭に生まれまし

た。彼には4人の娘がおり、弁護士とし

て働きながら、多くの不動産投資に

よって莫大な富を得ていました。彼は

その財を用いて、奴隷制度廃止運動に力を注ぎ、多く

の伝道活動を支援し、刑務所や留置所で福音を伝え、

教会では日曜学校の教師として奉仕しました。

　1871年、シカゴにアメリカ史上最大の大火災が起

こり、一家の広大な土地信託が全滅してしまいます

が、スパフォードの家は難を逃れたため、多くの

人々に自宅を開放して、救援活動に尽力しました。

そんな中、親友であったD.L.ムーディーから、歌手

のサンキーと共に英国で伝道旅行をするので応援に

来てほしいという手紙が届きました。そこで、一家

をヨーロッパへ連れて行き、落胆した家族を霊的に

元気づけようと思いました。

　その予定を立てた1873年11月、スパフォードは急

な仕事が出来てしまったため、妻と４人の娘たちを

先にイギリスに送り出すことにしました。しかし、

彼女たちが乗った船は、大西洋を航海する途中、英

国の大型船に衝突され、12分後には沈没してしまっ

たのです。4人の娘たちは波に呑まれてしまい、スパ

フォード夫人だけが奇跡的に救助されました。

　知らせを受けたスパフォードは、すぐさま船に乗

り込んでイギリスに向かいました。彼の娘たちの死

を知っていた船長は、事故現場に近づいたとき、彼

をデッキに呼び、もうすぐ沈没地点を通過すること

を告げました。そこでスパフォードはペンを取り、

次の詩を書きました。

１.平安が川のように私の道に流れる時も、
悲しみが海の波のように押し寄せる時も、
私の運命がどうであろうと、あなたは私に、
こう言いなさいと教えられた。
（繰り返し）大丈夫。大丈夫。
おお、わがたましいは大丈夫である。

２.サタンが私を打ちのめし、試練が訪れようと、
キリストが私の無力さを顧み、
私のたましいにご自身の血潮を注いでくださった、
その祝福の確信が、私を守ってくれるように。

３.私の罪―ああ、この栄光に満ちた祝福を思う―
私の罪は、一部ではなく、
そのすべてが十字架に釘付けにされ、
もはや私はそれを負うことはない。
主をほめよ、主をほめよ、わがたましいよ！

４.主よ、信じているものを
目で見る日を早めてください。
雲は巻物のように巻かれる。
ラッパが鳴り、主が来られる。
― 夜に歌を一つ、おお、わがたましいよ！ ―

ね

バーサ・スパフォード
　　　　　60歳の時



工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ 事務局
Atsuko Kudo Worship Ministries

AKWMの伝道活動は、皆様のお祈りと献金とご奉仕によって成り立っています。
ご支援くださる皆様をこの活動の一員と考えています。この活動がますます主に
用いられ、宣教が進みますように、どうぞ一員としてご参加、ご支援ください。

郵便振替口座 　00930-1-165955 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」
銀行振込口座　三菱UFJ銀行　瓦町支店（店番003）
　　　　　　　普通預金0133752 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」

メールマガジン登録受付中！

office@akworship.com

※三菱UFJ銀行にお振り込みくださる場合はお名前の表示をお願いいたします。また、事務局にご連絡いただけますなら感謝です。

メルマガ購読を希望される方や、その他のご連絡などは、
上記のメールアドレスまでお願いします。
メールマガジン、ニュースレターは、下記のホームページ
でもご覧いただけます。

  

Website URL
https://akworship.com/
※URLが変わりました。ブックマークの変更をお願いします。

12月     Dec.
7日㈰  14:00~15:30ニューライフチャーチ おもちゃのまち　

                          クリスマス・コンサート
21日㈰

24日㈬  14:00~15:30

札幌聖書キリスト教会　
　　　　創立60周年記念クリスマス・コンサート

28日㈭ 10:30~11:40 富川グロリアホーム こみち（介護施設）
                                 ミニコンサート 10:30 ～
平取町振内 生活支援ハウス「きずな」（高齢者住宅）
　　　　　　　　　　　ミニコンサート 15:00 ～
　　

8月    Aug.

10月     Oct.
19日㈰ 15

25日㈯ 

宝塚栄光教会　チャペル・コンサート　15:00~
大月キリストの教会　賛美コンサート　　13:30~
　　　　　　　　　　　　（山梨県大月市） 

　　　　　

11月     Nov.
24日 (祝・月）15:00~16:00 AKWM主催　チャリティー・コンサート 

　　　　　

　ハレルヤ！
　日本は大変な猛暑日が続いていますが、いかがお過ご
しでしょうか。

　いつもAKWMの働きのためにお祈りお支えくださ
り、心からのお礼を申し上げます。

　6月29日、堺大浜キリスト教会でコンサートをさせて
いただきました。14か月の長きに亘った引っ越し・整理
の後遺症でしょうか、蓄膿炎と咽頭炎が治りきらない中
で迎えたコンサートでしたが、ご聖霊の導きの中で証し
し、喜びをもって賛美することができました。友人や賛
美レッスンの生徒さんたちも多くのノンクリスチャンの
知人を誘って来てくれ、よき伝道のチャンスになりまし
た。

　札幌の家は、家具、家財、畑の土とブロックまで、家
の内外のすべてを親戚や知人が引き取ってくれたお陰
で、5月に無事空の状態にすることができました。最後
の掃除は、従兄夫妻や札幌の教会の姉妹たちが手伝いに
来てくれ、大変助かりました。その後、家の購入希望者
が現われ、現在、売却手続きを進めています。ここまで
着々と導いてくださった主に心から感謝しています。新
しく住まわれる方が、隣人の方々と良い関係を築き、ま
だイエス様を信じておられない方であれば、救われてク
リスチャンになりますようにと祈っているところです。

　家の引き渡しが済めば、私は落ち着いて大阪に定住す
ることになります。これまでの二重生活、その前の三重
生活を思うと、不思議な気もしますが、私の人生の新し
いステップに入るのだと思います。人々の救いのため
に、教会が傷もしみもない花嫁として立つために、主の
来臨を待ち望みつつ、生ける限り、主のわざに励んでま
いりたいと思っています。

　8月は、札幌の家の売却を兼ねて、長い間AKWMを支
援してくださった日高の介護ホームを訪問し、コンサー
トをさせていただく予定です。お祈りください。

　暑さの中、主が皆様の健康を守ってくださいますよう
に。
　主の恵みと祝福が、皆様に豊かにありますように！

工藤篤子

〒590-0027大阪府堺市堺区榎元町5丁5番9号
TEL.090-5241-5086 FAX.050-3153-0648

事務局

※記載の予定以外に、定期的に賛美レッスン（個人、グループ）を
　行っています。ご希望の方は、事務局までお問合わせください。

Schedule 工藤篤子
2025年スケジュール

 一週間後、スパフォード

は、義妹に宛てた手紙にこ

う書きました。

「先週の木曜日、彼女たち

が沈んだ、水深3マイルの地

点を通過しました。しか

し、私は、そこにいる愛す

る者たちのことは考えてい

ません。愛する小羊たち

は、おりの中で守られてい

るからです。・・・私は生き

ている限り、神を賛美します。私たち一人ひとりが立

ち上がり、すべてを捨て、神に従うことができますよ

うに。」

　その後、スパフォードは、ピューリタンたちが大陸

に持ち込んだ、病気や事故や苦悩は、罪によるもので

あるという教理と戦わねばなりませんでした。平安が

川のように流れる生活を送っていたスパフォード家

が、わずか2年の間に、大火災による損失と4人の娘を

失うという恐ろしい惨事が、海の波のように次々と押

し寄せたのは、彼のどのような罪によるものなのかと

いう視線が向けられたのです。

　死の陰の谷を通るような苦悩の中で、スパフォード

は奮闘しました。彼は、大切なのは信仰であると自分

に言い聞かせました。そして、弟子たちの、「生まれ

つき目が見えないのは、誰か罪を犯したからですか。

この人ですか。両親ですか。」という問いに、主がこ

う答えられたことを思い出したのです。「本人の罪で

も両親の罪でもない。神の業がこの人に現れるため

だ。」スパフォードは平安を得、天国を確信しました

が、以来、当時のピューリタン的教理の基盤に立つ教

会と対立することになりました。

聖霊体験とエルサレム移住
　4人の娘を失った後、夫妻には、一人の息子と二人

の娘が与えられますが、息子は4歳で病死しました。

その後、夫妻はペンテコステ派やカリスマ派の先駆け

のような聖霊体験を受けるようになりました。すでに

教義面で教会と対立していた彼は、さらに激しい非難

を受けるようになりました。しかし、二人は、右の頬

を打つ者には左の頬も向けると決心しました。

　そして、祈りと熟考を重ねた結果、夫妻は、アメリ

カを離れ、エルサレムに移住する決心をしました。その

時の思いを、友人たちに次のように書き送っています。

「エルサレムは私の主が生き、苦しみ、勝利した場所

です。そこで、私の生き方、苦しみ方、そして、特に

勝利の仕方を学びたいと願っています。」

アメリカン・コロニー
　1881年、スパフォードと妻のアン

ナは、同じ志を持つアメリカ人クリス

チャンの仲間13人、子ども3人と共に

エルサレムに移住し、アメリカン・コ

ロニーを設立しました。

　1888年、スパフォードが59歳の

時、彼はマラリヤで瀕死の状態になり

ました。アンナが彼の手を握ると、目を開いてこう言

いました。

「アニーよ、私は大きな喜びを経験しました。素晴ら

しいものを見ました。」

彼はまだ何か言いたそうでしたが、力尽きて目を閉

じ、眠っている間に静かに召されました。

　その後、アンナがコロニーを引き継ぎました。

1896年、子どもを含む55人のスウェーデンのクリス

チャンたちがそこに入植してきました。コロニーの人

口は150人に増え、ホステル、農場、酪農、パン屋、

肉屋、大工、鍛冶屋などが営まれ、写真、工芸品の普

及に貢献し、考古学の面でも大きな働きをしました。

また、教育、職業訓練、芸術、演劇、文化活動を推進

しました。

SCC（スパフォート・チルドレンズ・センター）
　1923年にアンナが召された後、

1878年にシカゴで生まれ、3歳でエ

ルサレムに移住したスパフォードの娘

バーサが、コロニーを引き継ぎまし

た。彼女は、1925年のクリスマス・

イブに、必要な治療が受けられずに病

死した、ベドウィンの母親が残した赤

子を引き取ったことをきっかけに、エルサレムの旧市

街に児童養護施設を設立しました。その後、アメリカ

の援助を得て、そこに小児科病院を改築し、同時に、

働けない女性のために、レース編み学校や、男女のた

めの工業学校を建てました。第一世界大戦中には、親

を亡くした子たちのための孤児院と里親制度を設立し

ました。

　スパフォード夫妻の志を引き継いで、イスラエルの

人々のために貢献したバーサは、1968年、90歳で亡

くなりましたが、その働きは、スパフォードの孫、曾

孫、曾曾孫らを中心に、現在の東エルサレムとヨルダ

ン西岸の「スパフォード・チルドレンズ・センター」

の働きへと引き継がれています。

　バーサは、母の葬儀で唱和された祈りをいつも心に

留めていたといいます。

いのちは永遠であり、愛は不滅である。

そして、死は、単なる地平線に過ぎない。

そして、地平線は、

われわれの視界の限界を除いては、何物でもない。

『安けさは川のごとく』考
　「安けさは川のごとく」が書かれた背景について

は、これまで公表されてきた記事の中には、多少脚色

された部分があるように思います。私も以前、コン

サートでこの歌を賛美した時、ある資料をもとに、ス

パフォードが船室で一晩中神に向かって泣き叫んだと

き、突然主の臨在を感じて平安が与えられ、この詩を

書いたのだと説明してきました。

　けれども、スパフォードの娘バーサの手記には、一

夜泣き叫んだことも、この詩が、突然平安が与えられ

て綴られたということも書かれていません。ただ、ス

パフォードを乗せた船が事故地点を通過した時、船上

でこの詩が書かれたのだと記されています。

　そして、多分、彼が一晩中泣き明かしたのでも、そ

こで突然平安が与えられて詩を書いたのでもなく、絶

えず上にあるものを求めていた彼が、娘たちが沈んだ

海の上で、信仰に立ってこの詩を書いたのだと、私は

思っています。

　というのは、一番の歌詞が、「悲しみが海の波のよ

うに押し寄せる時も、・・・あなたは私に、こう言い

なさいと教えられた。『大丈夫。大丈夫。おお、わが

たましいは大丈夫である。』」と語っているように、

神の言葉を自分自身に言い聞かせているからです。深

い悲しみの中で、彼は、み言葉、血潮の力、十字架の

完全な贖い、来臨を証ししたのでした。

　彼は、教会がきよい花嫁となることと、千年王国を

切望していました。主が生き、苦しみ、勝利されたエ

ルサレムに入植してからは、主の来臨を待ち望みつ

つ、自身の苦しみ方、生き方、勝利の仕方を学んだの

でした。

　そこで、私は、4番の歌詞から、2節の日本語訳を書

いてみました。

花嫁は主を待ち望む　イェスにまみゆる日
天こそ目指す地なれば　ラッパよ、み声よ、響け

闇夜にもわれは歌う　主よ来たりませと　
ラッパの音響くその時　雲を裂き　主来たる！

　今秋のコンサートでは、上の訳を加えて「安けさは

川のごとく」を賛美させていただこうと思っていま

す。

参考資料：“Our Jerusalem” by Bertha Spafford Vester
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　今回は、教会で最も愛されている讃美歌の一つで

ある、「安けさは川のごとく」について、3ページに

亘って書かせていただきました。作詞者、スパフォー

ドの信仰と、そこから生まれた「安けさは川のごと

く」の深みを味わっていただければ幸いです。

　ホレイショ・スパフォード Horatio 

G.Spafford（1828～88）は、ニュー

ヨークのユダヤ人の家庭に生まれまし

た。彼には4人の娘がおり、弁護士とし

て働きながら、多くの不動産投資に

よって莫大な富を得ていました。彼は

その財を用いて、奴隷制度廃止運動に力を注ぎ、多く

の伝道活動を支援し、刑務所や留置所で福音を伝え、

教会では日曜学校の教師として奉仕しました。

　1871年、シカゴにアメリカ史上最大の大火災が起

こり、一家の広大な土地信託が全滅してしまいます

が、スパフォードの家は難を逃れたため、多くの

人々に自宅を開放して、救援活動に尽力しました。

そんな中、親友であったD.L.ムーディーから、歌手

のサンキーと共に英国で伝道旅行をするので応援に

来てほしいという手紙が届きました。そこで、一家

をヨーロッパへ連れて行き、落胆した家族を霊的に

元気づけようと思いました。

　その予定を立てた1873年11月、スパフォードは急

な仕事が出来てしまったため、妻と４人の娘たちを

先にイギリスに送り出すことにしました。しかし、

彼女たちが乗った船は、大西洋を航海する途中、英

国の大型船に衝突され、12分後には沈没してしまっ

たのです。4人の娘たちは波に呑まれてしまい、スパ

フォード夫人だけが奇跡的に救助されました。

　知らせを受けたスパフォードは、すぐさま船に乗

り込んでイギリスに向かいました。彼の娘たちの死

を知っていた船長は、事故現場に近づいたとき、彼

をデッキに呼び、もうすぐ沈没地点を通過すること

を告げました。そこでスパフォードはペンを取り、

次の詩を書きました。

１.平安が川のように私の道に流れる時も、
悲しみが海の波のように押し寄せる時も、
私の運命がどうであろうと、あなたは私に、
こう言いなさいと教えられた。
（繰り返し）大丈夫。大丈夫。
おお、わがたましいは大丈夫である。

２.サタンが私を打ちのめし、試練が訪れようと、
キリストが私の無力さを顧み、
私のたましいにご自身の血潮を注いでくださった、
その祝福の確信が、私を守ってくれるように。

３.私の罪―ああ、この栄光に満ちた祝福を思う―
私の罪は、一部ではなく、
そのすべてが十字架に釘付けにされ、
もはや私はそれを負うことはない。
主をほめよ、主をほめよ、わがたましいよ！

４.主よ、信じているものを
目で見る日を早めてください。
雲は巻物のように巻かれる。
ラッパが鳴り、主が来られる。
― 夜に歌を一つ、おお、わがたましいよ！ ―

主イエス・キリスト教会 
　　　　　　　　クリスマス・イヴ・コンサート　

堺大浜キリスト教会コンサート


